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新型コロナウイルス対策と乾式エアフィルタの検討

はじめに
• 人がどの程度の大きさや濃度以上のマイクロエアロゾルを吸引した際に、新型コロナに感染する

かは分かっていません。 しかしここ数十年の間に、インフルエンザウイルスの室内伝搬性の確認
試験や、咳や呼吸、発声、歌、そして飲食行為によるウイルス粒子の拡散、伝搬等に関する様な
多くの研究報告が取り上げられています。 それら報告の中には、数μm程度の空中浮遊粒子の
中にも、ウイルスのRNAが十分な感染価に相当するかは不明ですが、検知をされたレポートもあり、
2020年の7月以降、今回の新型コロナウイルスにおける感染経路として、濃厚接触場面での近接
飛沫吸引によるエアロゾル感染の疑いは、その可能性をWHOや日本の厚生労働省等も認めて
います。

• 一方、例えば４μｍの微粒子が理想的な球状である場合、理論式よりその沈降速度は毎秒0.2

ｃｍとなり、150ｃｍの人の口の高さから自然落下した場合12分もかかり、実際の一般空調の室内

空間では、1時間以上浮遊や滞留をする事があることは十分に想定されています。 エアフィルタ

メーカーとしては気管支下部にも侵入するような、それら数μm程の大きさのマイクロエアロゾルを

捕集する事に意義があるものと考えます。

• 乾式フィルタの物理的に確かなBioエアロゾル除塵性能と、安心な食品添加物系酵素で修飾され
た溶菌酵素ろ材繊維による、付着した菌やウイルスを滅菌もしくは不活化をする、いわばハイブ
リッドな働きは、JIS L 1922によるA型インフルエンザウイルスによる抗ウイルステストで効果の確
認された裏付けに伴い、形態の似通った新型コロナウイルスに対する予想効果は、低濃度ガスに
よる除菌やイオンクラスターによる分解、金属イオン系添着の抗菌ろ材による液相試験検証等と
は異なり、確実な感染対策手段と考えます。

低濃度ガスや、クラスター発生空気清浄機による除菌効果では不確実



エアフィルタによるエアロゾル除菌に関して

１）HEPAフィルタの物理的な捕集

• HEPAフィルタのろ過性能より、0.3μｍ以
上の微粒子は99.97％以上の捕集効率で
除塵される （次ページ捕集性能表参照）

• ウイルスは無生物のため、一般には死滅
するとは表現しない。 ウイルスの単体
では、確かに0.3μｍより大きさ的には小
さいが単独では増殖能力がなく、細菌、
動物、もしくは植物の細胞内で増殖する
ため、通常HEPAフィルタの下流側でウイ
ルスを検出することはない。大半の動物、
植物の細胞は10～100μmの大きさ範囲
にあり、人の最も小さな細胞は5μm程度
と言われる。

２）ろ材ファイバーに固定した、酵素によ
る殺菌、ウイルスの不活化作用
• 第一段はフィルタろ紙による、Bioエアロゾル
の捕集である

• 第二段として、捕集された生物粒子に対する
酵素による殺菌（菌に対して）もしくは不活化
（ウイルスに対する表現）作用が働く。

溶菌酵素固定化フィルタによるBIOエアロゾルの除菌工程は2ステップ

エンベロープを持つRNAウイルスの一例 サイズ（ｎｍ）

コロナウイルス 100-200

インフルエンザウイルス（H1N1,H3N2) 80-120

SARS（重症急性呼吸器症候群）ウイルス 200-400

AIDS(先天性免疫不全症候群）ウイルス 約100



大気塵の粒子径とフィルタの捕集性能

ウイルスは単独では増殖できず、動物か植物の細胞内にいる為、標準HEPAフィ
ルタの捕集性能で効力がある ⇒ ULPAや二重HEPAまでは一般的に不要

⇒ ちなみに0.1μｍに対しては ≧99.5 %

120 ｎｍ （ 0.12 μｍ ）のコロナウイルスは、0.3μｍ 99.97 % 以上捕集性能
の標準的なＨＥＰＡフィルタで捕集できるのか？

0.3μｍ

ほとんどの動物や植物の
細胞は 10～100 μｍ



新型コロナウイルスに対する除菌性能考察

ケンブリッジのAbsolute Filterは、無菌製剤施設や

バイオハザード研究施設で使用される、本格的な産業

用HEPAフィルタです。 さらに、人に害のない食品添加

物である酵素を固定化したろ紙では、既にMRSAやA型

インフルエンザウイルスにおいて、殺菌、不活化効果

の確認がされております。 新型コロナウイルスに関し

ての効果は、新型コロナウイルスが以下の三つの形

態である事から、不活化をさせることが可能であると

考えております。

１）遺伝子情報が同じRNA型

２）大きさも100 - 120 nm と同程度

３）エンベロープを有す

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2)による、抗ウイ
ルス試験はできておりませんが、既に確認済みの、
インフルエンザウイルスと同じ「エンベロープを有
する一本鎖RNAウイルス」の形です。 よって酵素
の作用により、ウイルスを囲む殻である、エンベ
ロープの脂質性の膜を壊すことでウイルス構造が
変化し、不活化させる事が出来ると想定されます。
次ページに、JIS L 1922 に おける、 「繊維
製品における坑ウイルス性試験」の第三者機関に
よる試験結果を示します。

Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ Ａｂｓｏｌｕｔｅ ｆｉｌｔｅｒ
溶菌酵素固定化HEPAﾌｨﾙﾀ

HEPAﾌｨﾙﾀろ材に捕
集されたｻﾌﾞﾐｸﾛﾝ粒子

0.3 μｍ 99.97% ≧
捕集効率



溶菌酵素固定化HEPAフィルタろ材、抗ウイルス性試験
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１．試験試料 酵素濾材

２．試験概要 （１）試験項目：抗ウイルス性試験
（２）試験方法： JIS L 1922:2016 繊維製品の抗ウイルス性試験方法
（３）測定方法：プラーク測定法
（４）試験ウイルス：Influenza A virus : A/Hong Kong/8/68(H3N2) ATCC VR-1679 

３．試験結果

＜対象試料＞

ウイルス 区分
感染価
対数値

減少値
Log(Va)-Log(Vb)

１ 標準布
接種直後 Log(Va)6.92

1.46
24h反応後 Log(Vb)5.46

ウイルス 区分
感染価
対数値

抗ウイルス
活性値【Mv】

Log(Vb)-Log(Vc)

１ 酵素濾材
接種直後 Log(Va)6.92

3.2
24h反応後 Log(Vc)2.30
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3.0＞Mv≧2.0 ： やや効果あり Mv≧3.0 ：十分な効果あり
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JIS L 1822 2016 試験結果
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